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【目的】 

無置換型のポリアセチレンは導電性を有するものの、空気に不安定であることや加工性に乏し

いことといった問題点が存在する。本研究では、最も単純な構造をもつポリアセチレンに置換基

を導入することによって導電性だけでなく、加工性や液晶性や発光性といった無置換型のポリア

セチレンには見られない機能を有する導電性高分子の合成を行った。さらに、電子スピン共鳴法

や超電導量子干渉計などを用いて電磁気的性質の評価を行うことで、本導電性高分子におけるキ

ャリアの性質について考察し、評価した。 

 

【測定】 

・電子スピン共鳴法（ESR） 

ヨウ素を用いてヘビードープを行った導電性高分子において、液体窒素を用いて 298 Kから 118 

K まで温度を下げながら 5 K ごとに測定を行った。得られたシグナルから ESR 強度（I）・線幅

（Hpp）・g値を解析した。さらに、各温度における I . Hpp
2の値を求めた。この値は磁化率に比

例することが知られている。そのため、この値の温度依存性を求めることで磁化率の温度依存性

について考察することができる。 

・超電導量子干渉計（SQUID） 

ヨウ素を用いてヘビードープを行った状態で 300 Kから 5 Kまで温度を下げながら 5 Kごとに

測定を行った。測定では、0.1 Tの磁場を印加した。 

 

【結果・考察】 

電子スピン共鳴法における測定では、g値は 2.003程度で一定となったため、キャリアはポーラ

ロンである。さらに I . Hpp
2の値は測定した温度ではほぼ一定であることが示された。この結果

より、ヒーガーの理論に基づくと本導電性高分子のキャリアはソリトン的挙動をしているという

ことが考えられる。これは置換型のポリアセチレンにおいてはじめて観測された事例である。さ

らに、超電導量子干渉計の測定結果においても、90 Kまでは磁化率がほぼ一定であることが確認

された。 
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